
　8 月 25 日、裾野市立鈴木図書館にて「富士

山の生き物たち」の展示解説を行いました。

この施設は１階に図書館、２階に展示室、３

階には市民参加のイベントを行える部屋があ

り、さらに３階の展望台からは、富士山と愛

鷹山を望むことができるという、大変素晴ら

しい造りになっています。静岡県にお住まい

の方々の多くは、富士山の見える光景は身近

すぎて、それに深く感動する機会は少ないと

思いますが、この展望台から眺める富士山の

雄大さと美しさは、静岡県民にとっても一見

の価値があります。

　今回の展示では、富士山で見られる生き物

の写真パネルと標本が、展示室いっぱいに並

べられ、御来場頂いた方々を驚かせていまし

た。会場に入って最初に目に留まるのは、富

士山に生息する哺乳類の写真と標本です。特

に見学者の方々が驚かれていたのは、ふだん

はなかなか見ることのできないモグラの標本

でした。種ごとに並べられたコウモリの標本

も、その種の多様さで、皆さんの目を惹いて

いました。

　哺乳類の次は、色とりどりの野鳥の写真が

貼られた展示パネルが続きます。美しい野鳥

の写真は見ているだけでも楽しいもので、多

くの方々が足を止め、長い時間写真を観賞さ

れていました。なかには「鳴き声が聞けたら

いいのに」という要望をくださる方もいらっ

しゃいました。確かに鳴き声は、鳥の魅力の

大きな要素のひとつであることに、間違いは

ありません。今後の課題です。

　哺乳類、鳥類の次には、昆虫類、魚類、両

生類が並び、最後に植物の展示パネルが設置

されています。これらの展示では、ふだん我々

が身近に目にすることのできる（できた）生

き物が数多く並んでいるため、見学者の皆さ

んは親しみをもって御覧になっていました。

そして、これらの展示を通じて、時代の変化、

言い換えれば環境の変化によって、今現在の

富士山周辺にある自然に、どういった現象が

起きているのかを、多くの方々が関心を持た

れたことと思います。

　今回出前博物館を行って、見学者の皆さん

が自然環境や身近な生き物たちに、深く関心

を抱いていることがわかりました。質問も展

示内容に関することから、これまで目にした

生き物に関する素朴な疑問、果ては生物分類

に関することまで多岐にわたり、その旺盛な

知的好奇心に、こちらが驚かされる場面もあ

りました。

　近年、多方面から「生物多様性」という単

語が聞こえてきます。しかし、その単語の意

味と大切さは、一般の方々に広く知られてい

る（実感されている）とは言えないのが現状

です。そのため、私たちの活動及び、建設に

向けて動き始めた県立博物館が重要となる局

面が、今後ますます増えていくことを確信し

ています。

出前博物館報告

裾野市立鈴木図書館「富士山の生き物たち」
山田晋之介

見学者に展示の説明をしているところ 熱心に展示物を見学する見学者
　スイトウハダカ Diaphus  gigas と近縁な種とし

て、シロハナハダカ Diaphus perspicillatus が知ら

れています（図 1）。スイトウハダカは、太平洋

の温帯域に分布し、特に出現頻度が高いのは、

本州太平洋側の駿河湾や相模湾の陸棚縁辺の近

海です。一方、シロハナハダカは世界の三大洋

の温・熱帯域に広く分布し、日本近海では黒潮

流路の中心よりも外洋域に出現し、両種の分布

域は違っています。
　この両種は、体の側面にある二つの発光器

（SAO3 と Pol) の位置および眼径の体長に対する

割合などの違いにより区別されています。この

ように２種の外部形態上は明らかに相違が認め

られ、別種として扱われています。しかし、一

方では同一種であるという見解も出されていま

した。アメリカの一部の研究者は、本種がシロ

ハナハダカの分布域の北側に接して分布してい

て、そこの生息環境が悪いことにより成熟を停

止したまま巨大化（gigantism) したものではない

かと言うのです。またスイトウハダカの小型個

体さらにシロハナハダカの大型個体がなかなか

得られないことからもそのような考えに至った

ようです。今までに得られた研究の結果からも

２種の体長組成は、上述のような傾向を示して

います（図 2）。

　そこで、この 2 種が同一種か否かを確かめる

ために駿河湾と本州南方海域から得た個体につ

いてそれぞれ 11 の体節的形質の平均値の差の検

定により比較を行なったところ、背鰭と臀鰭の

軟条数、鰓耙数（上枝数、下枝数、上・下枝数

の合計）さらに幽門垂数などに明らかな有意差

が認められました。このような状況の中で 2005

( 平成 17）年に水産総合研究センター遠洋水産

研究所のスタッフが、ミトコンドリア DNA

(mtDNA) の分析により、混沌としていた２種の

存在を分子生物学的な手法によって明らかにし

ました。このように本科魚類の中には、網目の

サイズや口径の違う稚魚ネットさらに中層ト

ロール網を用いていろいろな海域で採集を試み

ても何故か採集されない大きさの個体が存在

し、それらが海洋のどこで、どのような生活を

しているのかが全く解らない種類も多いので

す。ここで扱った両種についても採集されない

大きさの個体は一体どこにいるのか、またどの

ような生活をしているのか判らないのです。ま

た、駿河湾のサクラエビと混獲される大型種の

スイトウハダカやハダカイワシ、さらに中型種

のセンハダカなどは、魚市場では取引されない

のですが、サクラエビ漁業者の家庭では昔から

これらを食用として料理されています（本誌第

34 号、P.7 参照）。湾内には大・中型種の生物量

も多いことから、今後これらの食用化に向け

た本格的な利用開発の研究が行われることを期

待しています。

 図１　スイトウハダカと近縁なシロハナハダカ
日本近海産　体長 62.0mm

 図 2　2 種の体長組成の比較
  Ａ：シロハナハダカ　日本近海産
  Ｂ：スイトウハダカ　駿河湾産

駿河湾の深海魚（6）

スイトウハダカ（その 2）
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